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第１条 設計ＶＥ検討会の目的 

本委託業務は、設計ＶＥ検討会の該当業務であり、建設コンサルタント委託業務（

以下「業務委託」という）の適正な履行を図るため、設計ＶＥ検討会を開催し、設計

の最適化及び発注者、受注者相互の技術職員の技術力向上を図ることを目的とする。 

 

第２条 実施方法 

設計ＶＥ検討会は、業務実施の節目となる段階（おおむね着手時、中間時、取りま

とめ時）において業務の実施状況及び内容について委員会形式で行う。 

また、設計ＶＥ検討会とは別にＶＥチームによるワークショップ型ＶＥ検討を実施

するため、ＶＥチームへの情報提供等の協力に努めること。 

 

第３条 出席 

受注者は、設計ＶＥ検討会に管理技術者及び業務代理人の出席を標準とする。 

また、ＶＥチームから要請があった場合は現地踏査やワークショップに出席するも

のとする。 

 

第４条 検討内容 

（１）業務委託の目的が十分理解され、設計基準等の適正な運用が図られているかど

うか、発注者から受注者に対し、指示・助言が適切に行われ、それが適切に履行さ

れているかの検討 

（２）調査方法や比較検討等についても業務委託の目的、事業全体に対する方向性な

どが適切かの検討 

（３）基本的に業務委託を監督する監督員が属さない課・支所職員及びその他会長が

必要と認める者で構成する設計ＶＥチームの設計案等に対する検討と評価 

（４）その他会長が指示した関連事項について調査・検討の実施 

 

第５条 報告 

設計ＶＥ検討会等における協議結果については、協議記録簿として報告書にまとめ 

発注者に提出するものとする。 

 

第６条 費用 

発注者は、受注者に設計ＶＥ検討会の費用として、通常の設計協議回数に上乗せし

て支払うものとする。ただし、資料作成費等が発生する場合も、それに含まれるもの

とする。 
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